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地 域 連 携 病 院 �「 医療法人 三成会  水の都記念病院」
今回は、徳島市北島田町にある水の都記念病院をご紹介します。

「地域医療連携」に
ついて
　徳島大学病院患
者支援センターでは、
大学病院と地域の
医療機関との円滑な
橋渡しをめざして、大
学病院での高度先
進医療から、患者さん
がお住まいの地域の
診療機関と連携し、
在宅療養へと継続で
きるようサポートして
います。

医療法人 三成会
水の都記念病院
徳島県徳島市北島田町
1丁目46番11
TEL.088-632-9299
■説明は
佐々木 克哉 病院長
（ささき かつや）

このコーナーでは、徳島大学病院が徳島県や他の医療機関の皆さ
ま等と協力し、患者さんへのよりよい医療の提供を目指してすすめ
ている、様々な取り組みについて取り上げます。

地域連携の部屋

問い合わせは
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Mail　request@kkelan.com

東証一部上場（証券コード：6099）

TEL　0263-29-2680（9：00~17：00） ∼

入院日用品レンタルサービス『CSセット』専門企業

『CSセット』とは？
　入院時に必要となる日用品やおむつ、タオル類、
　衣類等を洗濯付きでレンタルできるサービスです。

お問い合わせはこちらから

■水の都記念病院の取り組み
　水の都記念病院は、昭和2年に佐々木医院と
して開院以来、地域に根ざした病院として診療
しており、総合病院として内科診療部、外科診
療部、脳神経外科、整形外科などの診療部門を
有しています。
　現在、外科領域では、肛門疾患治療、鼠径ヘ
ルニアの腹腔鏡下手術や高齢者の骨折手術に
力をいれています。また、脳卒中については、24
時間体制でMRI検査を稼働することで迅速な
判断を可能にしており、リハビリは、徳島大学病
院の医師と連携し、ロボットスーツHAL（ハル）
を用いて積極的に行っています。
　内科領域では、糖尿病について、昨年度より
専門医が常勤して診療をするようになり、より厚
い診療が可能となったため、徳島大学病院と連
携を深めることが期待されます。
　また、がん分野では、大学病院での治療が終
わった患者さんの受入を行い、ご家庭に帰るた
めのリハビリをしています。緩和ケアの必要な患
者さんについても、がんリハビリテーション資格
を持つスタッフによる疼痛の少ないポジショニ
ングや離床訓練などを通じて患者さんがより快
適に過ごせるようにしています。
　さらに、このコロナ禍にあっては、陰圧室を1

室設け、新型
コロナ 感 染
症 が 疑 わし
い 患 者 さん
の 対 応がで
きるようにな
りました。入
院 患 者さん

には、オンライン面会で対策をしてきましたが、
新型コロナワクチンの接種が進んでいることか
ら、2回目の接種から2週間以上たった方につい
ては、患者さんと直接面会できるようにし、でき
るだけ患者さんがご家族と疎遠にならないよう
に努めています。

■新病院の移転について
　水の都記念
病院は、昨年5
月に新築移転
しました。新し
い 病 院 には、
24時間換気シ
ステムを採用
し、2つのリハビリルームで外来患者さんと入院
患者さんの動線を分けて、新型コロナ感染症にも
対応できるようになっています。また、外来を建物
の中心に配置したことで、患者さんが回遊できる
便利な動線になりました。病棟も個室を数多くし
ており、新しい病院は、患者さんが病院生活を快
適に過ごせることがコンセプトとなっています。

■水の都記念病院からのメッセージ
　水の都記念病院を含む三成会グループには、
介護老人保健施設、サービス付高齢者向け住宅
があり、急性期から療養、退院後の介護サービ
スにも対応していますので、患者さんに安心して
受診していただきたいと思います。開院以来「か
かりつけの患者様重視」を経営理念に掲げてお
り、今後も現状を強化しながら、民間病院の強
みも活かしつつ、変わらず地域のための診療をし
ていきます。

受付

川村 由佳
（かわむら ゆか）

医療技術部
リハビリテーション部門
理学療法士

　病気、怪我や高齢などによって身体機能が
低下した状態の患者さんに対し、基本動作とな
る起き上がりや起立、歩行の維持・改善を目
的に運動療法や物理療法（温熱、電気などの
物理的手段を用いるもの）を行うのが理学療
法士の仕事です。徳島大学では様々な診療科
の、小児から高齢者まで幅広い年齢の患者さ
んのリハビリを行っています。
　理学療法士という仕事に興味を持ったきっ
かけは、高校生の頃に祖母のリハビリ風景を
見学したことでした。患者さんの気持ちに寄り
添って、その人の生活をより良くする素敵な職
業だと思い、理学療法士を目指しました。患者
さん一人一人の状態に合わせて、どのような
リハビリがよいのか日々模索しながら業務にあ
たっています。回復に時間を要して歩けなかっ
た患者さんが歩けるようになったり、患者さんご
本人から「動きやすくなった」など
の言葉をいただいたりすると、やり
がいを感じます。

　現在は脳卒中の患者さんを中心に担当して
いますが、それまではがん患者さんのリハビリを
多く担当してきました。がん患者さんは抗がん剤
など治療の影響で身体機能が低下してしまうこ
とが多く、身体機能の維持や改善のためのリ
ハビリが必要となるケースがあります。また、緩
和ケアに移行された患者さんに対してもリハビ
リを行う場合もあり、患者さんが希望するより良
い日常生活を送るためにはどのような介入を行
うべきか悩むこともありますが、作業療法士、言
語聴覚士、医師、看護師、臨床心理士など他
職種と連携し、患者さんの生活がより良いもの
となるサポートができるように努力しています。
　これからも病院内の多くの医療スタッフと情
報共有、連携を大事にし、患者さんに寄り添う
リハビリテーションを行うことができるよう取り組
んでいきたいと思います。

患者さんに
寄り添うリハビリを
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現在、開発中の医薬品の候補（治験薬）あるいは医療機器を用いた治験を、以下
の病気を対象に実施しています。参加いただいた患者さんにおけるデータを集め、有
効性や安全性を確認して医薬品や医療機器としての「承認」を得ることが治験の目
的ですが、参加いただいた患者さんにとって良い効果をもたらす場合もあります。まずは、
よく情報を得ていただきたいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。

●尿路上皮癌　●腎細胞癌
●筋層浸潤性膀胱癌
●転移性去勢抵抗性前立腺癌
●肺癌　●肝細胞癌　●肝硬変
●多発性骨髄腫
●潰瘍性大腸炎
●クローン病　●大うつ病
●心臓リハビリテーションの
　適応となる心疾患

●小児2型糖尿病
●てんかん
●網膜静脈閉塞症
●間質性膀胱炎
●統合失調症

ちけん君は日本医師会治験促進
センターのキャラクターです。

問合せ：総合臨床研究センター
tel.088-633-9294

治験を実施しています

ご協力
お願い
します。




